
目標 具体的施策 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成率（％）

○有機認証、減農薬農法等の証明獲得件数

令和２年度～令和６年度　７件（５カ年累計）

○農業後継者、新規就農者の数

令和２年度～令和６年度　５人（５カ年累計）

○新規の地域栽培品種の開始件数

令和２年度～令和６年度　５件（５カ年累計）

○複合型木材コンビナートでの新規雇用者数

令和２年度～令和６年度　１０人（５カ年累計）

○複合型木材コンビナートでの新商品の開発件数

令和２年度～令和６年度　５件（５カ年累計）

○複合型木材コンビナートでの製造品出荷額

令和６年度末までに年間１億円

○新産業・新事業に関する支援体制等（セミナー等含む）の件数

令和２年度～令和６年度　10件（５カ年累計）

○窓口を通じた起業数（創業支援数）

令和２年度～令和６年度　４件（５カ年累計）

○猟師の研修等の受講者数

令和２年度～令和６年度　２０人（５カ年累計）

○新規猟友会会員数

令和６年度末までに３人

○害獣等の駆除件数

令和２年度～令和６年度　３００件（５カ年累計）

○大学や教育機関との交流人数

令和６年度末までに年間1,000人

○大学生や関係団体と地域住民による共同活動の実施回数

令和２年度～令和６年度　１０回（５カ年累計）

○地域産業情報のメディア掲載数

令和２年度～令和６年度　５件（５カ年累計）

○川場村産品や地域活性化に関する取り組み等の首都圏等での展
示・発表件数

令和２年度～令和６年度　10件（５カ年累計）

○世田谷区などの連携地域での地域特産品や地域活性化に関する展
示・発表件数

令和２年度～令和６年度　10件（５カ年累計）

○観光関連事業の売上

令和６年度末までに年間35億円

○観光客数

令和６年度末までに年間240万人

○ガイド育成のための研修会への参加

令和２年度～令和６年度　20回(５カ年累計)

⑤地域観光関連産業のガイ
ド育成等 4 回 20

④観光受け入れ窓口体制の
強化 （R５年度）3,386,087 千円 97

（R５年度）3,309,058 人 138

基
本
的
方
向

①大学等の教育関連機関と
の連携及び交流 351 人 35.1

3 回 30

②産学官等の連携による地
域プロモーションを実施し、
地域産業等の魅力を発信

12 件 240

34 件 340

③連携地域での川場村の情
報発信と関係人口の増加 110 件 530

件 228

基
本
目
標
２

地方とのつながりを築き、地
方への新しい人の流れをつ
くる

観光客数：単年度２４０万人 330 万人 138

④猟師の育成と雇用、所得
向上の支援 35 人 125

5 人 167

683

③新規産業等の発掘と、そ
れに伴う雇用の創出 5 件 50

4 件 100

基
本
的
方
向

①農業従事者の所得向上と
新規就農者の増加

0 件 0

8 人 160

2 件 40

76,402,379 円 76

2 件 40

第２期川場村まち・ひと・しごと創生総合戦略におけるＫＰＩの達成状況

令和5年度までの実績

基
本
目
標
１

稼ぐ地域をつくるとともに、
安心して働けるようにする

新規雇用の創出　２０人（５カ年累計） 18 人 90

②複合型木材コンビナートに
よる林産業のさらなる振興 6 人 60



目標 具体的施策 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成率（％）令和5年度までの実績

○窓口やイベントを通じた結婚相談件数

令和２年度～令和６年度　３件（５カ年累計）

○保護者や子どもが集会できる施設や環境整備　関連施設の建設

令和２年度～令和６年度　１件（５カ年累計）

○子育て支援金の支給額

令和元年度と同水準を維持（令和６年度までに）

○カリキュラム履修児童・生徒数

令和２年度～令和６年度　１５０人（５カ年累計）

○地域活性化に関する研修会等の実施回数

令和２年度～令和６年度　5０回（５カ年累計）

○地域活性化に関する視察対応人数

令和２年度～令和６年度　1,000人

○地域の環境・文化・歴史・スポーツ等に関する企画開発数

令和２年度～令和６年度　5０回（５カ年累計）

防災拠点の整備件数

令和６年度末までに1件

基
本
目
標
４

ひとが集う、安心して暮らす
ことができる魅力的な地域
をつくる

関連施設数数：５箇所（５カ年累計） 5 箇所 100

基
本
的
方
向

①地域活性化に関する事業
の実施と関係機関との連携
推進

83 回 166

772 人

③安心・安全を確保するた
めの環境整備等 2 件 200

77

基
本
目
標
３

結婚・出産・子育ての希望を
かなえる

合計特殊出生率：公表時期により直近で把握可能な年で１．６％（５か
年平均）

1.41 ％ 88

④現状にあった小中学校の
在り方の検討（地域教育カリ
キュラムの開発・実施、世田
谷区との交流の実施）

858 人 572

基
本
的
方
向

①結婚支援策の実施と若者
の定住等の促進 0 件 0

②子育て環境と施設の整備
1 件

回

100

③出産・子育ての負担軽減
維持 － 100

②地域の環境・文化・芸術・
歴史・スポーツ等による地域
活性化 41 82


